質問内容：「用手還納の適応を教えてください」

問題番号：A-40
3か月の男児。嘔吐を主訴に来院した。全身状態は良好だが、機嫌が悪く啼泣を続けている。上腹部に異常を認めない。腹部の写真（別冊No.13）を別に示す。 まず行うのはどれか。

a 腹部CT

b 注腸造影

c 用手還納

d 腫瘤の穿刺・吸引

e 血清CRP値の検査

疾患名：外鼠径ヘルニア
診療科：消化器
【診断・結論】

小児科、消化器の成書を調べましたが決定的な記述はありませんでした。

しかしアプローチ09④のP590によく似た問題があり、そこで解答が「用手還納」となっていました（まずは用手還納を試みるとのことです）。そこで、国対委員としてはcを正解としました。

　「用手還納の適応」では調べきれませんでした。申し訳ありません。

【参考文献・記載ページ】
アプローチ09④　P590

【アプローチ09④　P590より抜粋】

	100A-33 

3か月の乳児。嘔吐と不機嫌とを主訴に来院した。右鼡径部に鶏卵大の固い腫瘤を触知し、この部分を押すと大きな声で泣く。この腫瘤の超音波検査では、腸管と思われる構造を認めた。

まず行うのはどれか。

a用手還納　b緊急手術　c腫瘤の穿刺　d抗菌薬の投与　eグリセリン浣腸


選択肢考察

a○　まずは用手還納を試みるべきである

b○　一般に緊急手術は用手還納が出来なかった場合の緊急手段であるが、患児の状態によっては用手還納を行わずに手術で整復する場合もある。

c×　超音波検査で脱出しているものが腸管と思われるため、穿刺は禁忌である。

d×　このような状態で抗菌薬を投与する意味はない。

e×　グリセリン浣腸で排便をさせても嵌頓は整復されない。

解答：a or b
＊100A-33は「複数の正解肢があるため」を理由として、「複数の選択肢を正解として採点する」と公表された。
